
周

防

錦

町

宇

佐

方

言

に

沿

け

る

述

部

の

敬

態

表

現

は
じ
め

ov」
の
調
査
は、
広
島
大
学
方
言
研
究
会
の
協
同
調
査
と
し
て、
一
九
五
八

年
八
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の=一
日
間、
安
芸・
石
見
両
国
に
接
す
る
周

防
玖
珂
郡
錦
町{子
佐
(
旧
高
根
村)
で
行
な
っ
た。

O
本
穏
に
用
い
た
資
料
は、
聴
録
し
え
た
自
然
対
話
と、
録
音
し
え
た
三
十

分
テ
1
プ
三
木
に
も
と
づ
く。

O
(
育
男)
の
よ
う
に、
話
手
の
み
を
記
し
て
い
る
も
の
は、
聞
手
が
調
査

者
で
あ
る
例
で
あ
る。

本
稿
で
は 、
宇
佐
部
落
の
方
言
対
話
に
見
ら
れ
た
述
部
の
敬
語
を
と
り
あ

げ 、
そ
の
敬
態
を
考
察
し
よ
う
と
す
る 。
敬
語
に
見
ら
れ
る
敬
態
の
諸
相
を
考

察
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る 。

2 

動

5司

ω

円以
単
純
形
列
討

ま
ず 、
語
形
成
の
う
え
で 、
長
単
純
形
の
勤
前
が
と
り
あ
げ
ら
れ
よ
う 。
こ

れ
に
は、(お
元
気
で

ζ
ざ
レ
ま
す巴)

Oゴ
ケ
ン
ヨ
l

コ
ザ
イ
マ
ス c
ミ
ン
ナ

ヨ
ロ
シ
ュ
l

タ。
(
老
男
↓

老
女)
八
訪
れ
た
時
の
あ
い
さ
つ
。

v

モ
l

シ
7
シ
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神

武

彦

鳥

O
ヨ
パ
レ
テ
7
イ
リ
7
シ
ク
イ 。

た

時
の
あ
い
さ
つ

。
v

の
よ
う
な
「
モ
l
ス」
「
7
イ
ル」
な
ど
の 、
い
わ
ゆ
る
謙
譲
の
語
が
き
か
れ

る 。
こ
れ
ら
は 、
あ
し
さ
つ
表
現 -
に
き
か
れ 、
解
重
な
敬
意
を
に
な
っ
た
語
と

し
て 、
「
7
ス」
と
接
し
て
述
部
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
動
詞
で
あ
る 。

「
モ
l

ス」
「7
イ
ル」
な
ど
は 、
そ
の
語
形
成
過
程
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あっ
た
と
し
て
も 、
現
在
の
当
方
言
社
会
に
お
レ
て
は 、
一話
形
成
過
程
の
推
測

さ
れ
え
な
し
最
単
純
形
の
語
で
あ
る 。

ω

接
辞
を
分
析
し
う
る
動
詞

山
口
な
ま
り
と
し
て
有
名
な
「コ
ロ
l

ジ
マ
セ」
は 、
分
類
方
言
辞
典
に
も

見
ら
れ
る
もの
で
ある。
当
地で
は、
命
令形と
と
もに
述
用形
も
きか
れ、

(
立
ち
寄っ
て)

O
ヨ
ッ
テ
ゴ
ロ
l
ジ
マ
シ
タ

ヵ。
(
老
男)

の
よ
う
に、
客
人
に
対
し
て
用い
る 、
敬
位
の
高い
も
の
で
ある。

通
時
的
に、

こ
の
活
は
「
ゴ
・
ロ
l
ジ
?
ス
」
と
い
う
複
合
事
態
を
分
析
し

う
る 。
す
な
わ
ち 、
語
形
成
過
程
を
見
う
る
動
詞
な
の
で
あ
る 。
語
形
成
の
過

程に、
地
方
的
特色
||
方一宮口的
色
彩をよ
く
示し
てい
るといっ
て
よい。

また、
「オ
イデル」・とい
う
活
も、
当
方
言
社
会に
おい
て
は、
もは
や

(真志田さんたちは)

「
オ・
イ一ア
ル」
と
い
う

分
析
を
許
さ
な
い
語
で
あ
る 。
「7
シ
タ
サ
ン
ラ
l

キ
l

テ

オ
イ
テ
ヨ
l 。

(
中
女
;

老
男
こ
の
よ
う
な
将
然
形
ゃ 、「
オ
イ
デ

(
老
女
↓
々
)

八
ご
馳
走
に
あ
ず
か
っ



周防錦町字佐方言におげる述部の敬態表現

(
タ
こ
の
よ
う
な
連
用
形
も
用
い
ら
れ
る 。
が 、
ふ
つ
う
に
は
「7
ス」
と

接
合
し
て
「
デ
テ

オ
イ
デ
マ
シ
ツ
ロ
! 。

(
老
女
こ
の
よ
う
に 、
か
な
り

高

い
敬
態
を
もっ
て
用
レ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い 。「
〈
毛
利
さ
ん
が
V
ム
ホ
ン

シ

{
乞
食
に)

L

ン
サ
ッ

テ
カ
ラ

ホ
イ
ト
l

ニ

ナ
ッ

テ

オ
イ
デ
ル
ン
デ
ス

ヨ
ノ 。

(
老
男
↓
中
男)」
の
「
ン
デ
ス」
の
接
合
も
「マ
ス」
の
そ
れ
に
準
じ
て
見

ら
れ
よ
う 。
ま
た 、
「
オ
イ
テ
ナ
サ
l

イ 。
ア
ン
タ
タ
チ
| 。

(
中
女
こ
の
よ

う
に
「
ナ
サ
イ」
と

接
合
し
て 、
一
そ
う

高
い
敬
位
を
表
わ
す
こ
と
も
あ
る 。

(
死
な
れ
た
の
で}

と
さ
お
り 、

「
ア
叫
ガ

シ

刻刻一ア

ア
レ
ガ

オ
イ
デ
ナ
利
リ
ャ
1 0

〈
よ

い
の
に 。
V
(
老'
一男
こ
の
よ
う
な 、
「
オ
イ
テ
ナ
ス
リ
ャ
l」
と
い
う

折
目
正

し
レ
古
風
な
表
現
を
き
く
こ
と
も
あ
る 。
そ
の
古
風
さ
を
思
う
と
と
も
に 、

「
ナ
ス
リ
ャ」
と
い
う

形
に 、
い
わ
ゆ
る
二
段
活
用
が
思
い
合
わ
せ
ら
れ
よ
う 。

「
オ
イ
デ
ナ
ス
ル」
は 、
仮
定
形
に
だ
け
用
い
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る 。

さ
ら
に 、
「
オ
カ
エ
ル」
も
き
か
れ
る 。

オ
カ
エ
リ
マ
セ
l 。

(
老
男)

07
1 、
ミ
テ

の
よ
う
で
あ
る 。
そ
の
連
用
形
に
は 、

{
ヱ)

(
テ)」
「
オ
カ
イ
ツ

(
タ
こ
の
よ
う
な
異
形
が
き
か
れ
る 。
そ
れ
ぞ
れ
次
下

に
接
す
る
語
に
よ
っ
て 、
語
形
が
安
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
は
注
目
さ
れ

る 。

「
オ
カ
エ
リ」

の
ほ
か
に 、
「
オ
カ
エ

子
供
が
買
物
を
す
る
時
に 、

O
オ
パ
サ
ン 、
カ
シ
オ

オ
ク
レ
ン

カ
1 0

(
少
女
↓
中
女)

の
よ
う
に
い
う 。
こ
の
常
用
的
な
表
現
に
も 、
い
さ
さ
か
の
敬
意
が
認
め
ら
ょ

う 。
「
オ
ク
レ
ン」
は 、
文
末
詞
「
カ」
と
つ
れ
そ
う
よ
う
に
し
て
表
現
さ
れ

る 。
「
カ」
を
用
い
る
た
の
み
の
表
現
法
は 、
当
地
で
は 、
敬
位
の
低
い
も
の

カ」
に
お
い
て
も 、
「
カ」
の
表
現
心
意
に
応
ず
る
敬

と
な
る 。
「
オ
ク
レ
ン

意
が
認
め
ら
れ
る 。

以
上
の
動
詞
は 、
「
ゴ
ロ
l
ジ
7
ス」
「
オ
イ
デ
ル」
「
オ
カ
エ
ル」
「
オ
ク
レ

ン
(
カ)」
の
よ
う
に 、
そ
の
語
形
成
過
程
に
「
御」
の
接
辞
を
分
析
し
う
る

も
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
他
人
の
動
作
に
つ
レ
て
い
う 、
い
わ
ゆ
る
尊
敬
語
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る 。
「
御」
の
接
辞
を
分
析
し
う
る
語
の
数
は

少
な
く 、
そ
の
う
え 、
使
用
層
や
用
法
に
固
定
化
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
の

は 、
こ
の
種
の
敬
態
表
現
の
一哀一
化
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う 。

3 

動
詞
・

補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
語

ω
ツ
カ
l

サ
イ

「
ツ
カ
l

サ
イ」
は
異
形・
複
合
形
が
多
く 、
い
わ
ゆ
る
尊
敬
語
と
し
て
活

発
に
用
い
ら
れ
て
し
る 。
「
ツ
カ
l

サ
イ」
は 、
耐刊
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
が 、
補
助
動
詞刊
と
し
て
は 、

(
仏
へ
の
お
鉢
を)

O
オハ
チ
ュ
l

タ
イ
テ
ア
ゲ
テ

ツ
カ
サ
l

ィ 。
(
老
男
↓

老
女)

O
ム
カ
シ
ノ
ハ
ナ
シ
ュ
l

シ
タ
ゲ
テ
ツ
カ
l

サ
イ 。
(
老
女
↓

老
男)

の
よ
う
に
「
動
詞・
て・
ツ
カ
l

サ
イ」
の
接
合
を
認
め
う
る
の
が
ふ
つ
う
で

(
む
さ
く
る
し
い)

{
来
て)

あ
る 。
と
こ
ろ
が 、
「
ダ

叶列
ナ
ト
判
デ

剖
イ
ヨ

パ
l 。

判汁
ツ
カ
l

サ
イ 。
(
老
男
こ
の
よ
う
に 、
「
テ」
が
促
音
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る 。
ま
た 、
「
7
l 、

マ
ス
グ
ノ

オ
ジ
サ
ン 。
ハ
ナ
シ
テ

ア
ゲ
ッ
カ

l
サ
イ 。
(
中
女
i

老
男
こ
の
よ
う
に
「
テ」
が
実
現
さ
れ
な
い
で 、
動
詞
連

用
形
に
直
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る 。
「
テ」
の
実
現
さ
れ
る
表
現
よ
り 、

促

且自
の
認
め
ら
れ
る
表
現 、
さ
ら
に
動
詞
に
直
接
し
て
い
る
表
現
の
順
で 、
敬
位

は
下
が
る
よ
う
で
あ
る 。
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「ツ
カ
l

サ
イ」
は、
主
た
「ツ
カ
l

サレ」
と
し
て
も
きか
れ
る 。

Oア
ノ
ハ
ナシュ
l
ヒ
ト

ツ
シ
テ
キ
カ
シ
テ
ツ
カ
l

サレ
i 。

(中
女
↓
中
男)

こ
の
よ
う
に 、
中
年の
人
で
も「ツ
カ
l

サ
イ」よ
り
上
品
な
心
持ち
を
もっ
て

用い
る
こ
と
も
あ
る
が 、
老
年
岡山に
用い
ら
れ
るこ
と
の
多い
請で
あ
る 。
分

類
方
言
辞
典に
も 、
下
関
市で
「っ
か
さ
れ」
が
きか
れ
る
と
あ
る 。
山口
県

下に 、
広
く
きか
れ
る
の
で
あ
ろ
うか 。

「ツ
カ
l

サ
イ」
か
らの
縮
化
を
指
摘し
うる

「ツ
カ
イ」
とい
う
異
形
も

きか
れ
る 。
こ
れ
は
ま
た 、
「ハ
ナl
テ
キ
カシ
タ
ゲ
テ
ツ
カ
l

イ 。
(
老

女
↓
老
男
こ
の
よ
うに 、

「ツ
カ
l

イ」
と
実
現さ
れ
る
こ
と
も
あ
る 。
夫
婦

問で
の
親し
さ
は
あ
る
が 、
敬
意は
う
すい 。
さ
ら
に
敬
位の
下が
る
もの
に

「ツ
カ
l」

が
あ
る 。

(
あ
れ
ば)

ア
リャ
l

Oア
ン
夕 、
7
1

ノ
ジャ
ケl 。
(
老
女
↓々

)

こ
の
よ
う
な
「ツ
カ
l」

に
は 、
TF]V[由一」
の
過
程が
認め
ら
れ
ょ
うか 。

当
地で
は 、
形
容
詞
「ナ
イ」
が
「ナ
l」
と
きか
れ
る
よ
うに 、

ふつ
うに

は
T一]V
T一]
の
過
程が
見
ら
れ
や
すい
が 、「ナ
サ
イ・
ン
サ
イ」
な
ど
で
は

その
品
位
あ
る
す
すめ
の
言い
方の
た
め
か 、
〔E]V[由一]
の
過
程は
認
め
ら

れ
ない 。
「ツ
カ
i

サ
イ」
に
「ツ
カ
l」

を
き
くこ
と
が
で
きる
の
は
注
目

さ
れ
る 。

「
ナ
サッ
ツ
カ
l

サ
イ7
セ
」

とい
う
複合
形
も
きか
れ
る 。

{
ど
う
ぞ)

(
お
茶
を)

O
ドlモ

オ
サ
ン
チャ
l

オ
ア
ガ
ン

(
老
女)

こ
の
よ
う
な
命
令
形
や 、「ヨ
l

シ
タ
ゲッ
カ
l 。

ワッ
シ
ラ
l

オマ
イン

シ-7
ン

ナ
サッ
ツ
カ
l

サ
イマ
セ
l 。

ナ
サッ
ツ
カ
l

サ
イマ
シ
タ 。

(
老
男)」
の
よ
う
な
運用
形が
きか
れ
る 。
ふつ
うに
は 、
い
ん
ぎん
な
も

の
言い
を
必
要と
する
あい
さつ
の
場で
用い
ら
れ
る
もの
で 、
敬
位は
高

、
。
(
ゆ
っ
く
り)

Oュ
Iニ

シ
ツ
カ
l

サ
イ7
セ
1 0

(
老
女
↓々

)

07
1

ズ
ッ
ト

ヨッ
テ
ヤス
ン
ズ
カ
i

サ
イマ
セ
1 0

(
老
女)

Oヨ
!

ハ
イツ
ツ
カ
l

サ
イ7
シ
タ 。
(老
女)

こ
の
よ
うに 、

「ツ
カ
l

サ
イ7
セ」
は
動
一刻に
直
接
するか 、
「て」
へ
の
回

帰
性
を
思わ
せ
る
形で
捜するか
し
て 、
命
令
形・
連用
形が
用い
ら
れ
る 。

前
例の
「
ナ
サッ
ツ
カ
l

サ
イ7
セ」
よ
り 、
い
さ
さか
敬
位は
下が
る
が 、

礼
儀正
しい
もの
言い
に
きか
れ
る
もの
で
ある 。
また 、
「オ
イ
テ
ン
ナッ

チ
ツ
カ
l

サ
!?

セ
l 。

(
老
男
こ
の
よ
う
な
「ツ
カ
i

サ
17

セ」
の
形

が
きか
れ
る
こ
と
も
あ
る 。

「ツ
カ
l
サ
ン
セ」
とい
う
異
形
も
きか
れ
る 。

07
γ

ツ
カ
l

サ
ン
セ
1 0

(老
男)

Oヤ
メ
ト

イツ
カ
l

サンセ
l 。
(
老
男
↓
中
女)

こ
の
よ
うに 、
か
な
り

品の
よ
い 、
待
遇
価の
高い
表
現に
用い
ら
れ
てい

る 。
中
年以
上の
人に
用い
ら
れ
る
こ
と
の
多い
語で
あ
る 。

以
上の
す
すめ・
たの
み
の
表
現で
は 、
その
抑
揚が 、

lili-
-一

ーー

と
な
る
傾
向が
強い
の
は
注
目
さ
れ
る 。
その
抑
揚に 、
てい
ね
い
な
す
す

め・
た
の
み
の
心
意が
く
み
と
ら
れ
る
よ
うで
ある 。

さ
らに 、
「ツ
カ
!?

セ」
とい
う
異
形が
きか
れ
る
の
は
注
目
さ
れ
る 。

{
よ
ん
で
A
与
え
て
V)

Oミズ
l

イッ
パ
イ
ヨ
l

デ
ツ
カ
17

セ 。
(
老
友
↓々

)

こ
れ
は 、
「ツ
カ
l

サ
イ」
の
敬
位よ
り
も
い
さ
さか
高
く 、
「ツ
カ
l

サ
ン

セ」
よ
り
は
低い
よ
うで
ある 。
古
風な
言い
方
なの
で 、
老
年
層に
多く
き
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か
れ
る 。

「ツ
カ
l

サ
イ」
や
その
異
形 、
お
よ
び「ツ
カ
l

サン
セ」
「ツ
カ
!?

セ」

な
ど
の
語で
は 、
命
令
形が
きか
れ
た 。
「ナサァ
ツ
カ
l

サ
イ7
セ」
「ツ
カ

ー
サ
イ7
セ」
の
語で
は 、
命
令
形・
連
用
形が
きか
れ
た 。
活
用
形の
と
ほ

し
さ
に 、
用
法の
同
定
化 、
慣
用
化
が
恩わ
れ
る 。
「ツ
カ
l

サ
イ」
系の
語

は 、
淡
路以
西の
山
陽
路 、
山
陰で
は
鳥
取
県に
見え
る 。
(全
国
方
言
辞
典)

ま
た 、
石
見飯
石
郡
南
部・
鹿
足
郡に
見ら
れ
る
と
もい
う 。
(
広
戸
惇
氏 、

山
陰
方
言
の
語
法)
い
ず
れの
地に
お
い
て
も 、
その
用
法に
固
定
化
↓

衰
化

の
事
態が
認め
ら
れ
る
よ
うで
ある 。
当
地で
も
同
様に 、
その
用
法に
固
定

化の
事
態が
見
ら
れ
る
と
は
い
え 、
その
異
形・
複合
形の
多さ
は
注
目
さ
れ

よ
う 。

周防錦町字佐方言に お ける述部の 敬態表現

「
ク
ダ
サ
イ」
は 、
新しい
共
通
話
的
な
表
現
心
意
を
もっ
て
用い
ら
れ

(
ど
う
ぞ)

る 。
「
川l
ド

ア
川41
叶
l
ア
引引
ク
列刑
イ 。(中
女
こ
は 、
未

知の
客
人に
対
する
と
い
う 、

改
まっ
た
あい
さつ
で
ある 。
改
まっ
た
表
現

心
意に
応
じ
て 、
方昔一口
人に
とっ
て
は 、
共
通
語
的
な
表
現が
必
要と
な
る 。

共
通
語
的
表
現
も 、
その
現
場の
要
求と
し
て
起っ
て
い
る
と
思わ
れ
る
の
で

あ
る 。
新しい
敬
態
表
現が 、
一
方
言
社
会に
行
な
わ
れ
て
い
く一

端
も
知
ら

れ
ょ
うか 。

ω
ゴサ
イ7
ス

「ゴ
ザ
イ7
ス」
に
は 、
異
形が
多い 。

イマ
ス」
は一
体の
もの
で
ある注 。

o-
コ
モ
ッ
ケ
デ

(
お
忙
し
う)

Oオコ
トユ
l

い
さつ 。
v

その
異
形
か
ら
する
と 、
「ゴ
ザ

。コ
ザ
イ7
ス 。
(
老
男
↓々

)
八
葬
式の
あい
さつ 。
v

(
初
老
女 、
教
示)

ゴ
ザ
イマ
ヒョ
l 。

〈
大
晦日
の
あ

こ
の
よ
う
な
補
助
動
詞と
し
て
の
「ゴ
ザ
イ7
ス」
は 、
用
言
部
を
う
ける 。

そ
し
て 、
お
お
よ
そ 、
こ
と
改
まっ
た
現
場に
用い
ら
れ
るこ
と
の
多い 、
あ

い
ト
小
U
U
め
に
きか
れ
や
すい 。
あい
さつ
こ
と
ば
の
特
性と
もい
え
る 、

威
儀
を
正
し
た
心づ
か
レ
の
あるい
か
め
し
さが 、「 ，コ
ザ
イ7
ス」
とい
う

述

部に
も
り
あ
がっ
て
い
る
の
で
あ
る 。
あい
さつ
こ
と
ば
に
用い
ら
れ
る
と
こ

ろ
に 、「ゴ
ザ
イマ
ス」の
性
格が
ある 。
「
オ
ジ
サ
ン
ノ
ゴ
ホ
l

ジ
デ
ゴ
ザ

『
御
法
事
で)

什引ス
イ
ノ
l 。

(
老
男
こ
の
よ
う
な
表
現で
は 、
「 、コ
ホ
l

ジ
デ」
に
応

じ
て「ゴ
ザ
イ7
ス」と
述べ
る
呼
吸に 、
仏
事へ
の
敬
度な
面
持ち
を
十二
分

に
く
み
と
る
こ
と
が
で
きる
よ
うで
ある 。
あい
さつ
こ
と
ば
の
い
か
め
し
さ

に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
ある
の
で
ある 。
また 、
「ソ
l

デ
ゴ
ザ
イ7
ス
ヵ 。

(
老
女
こ
の
よ
う
な 、
感じいっ
た
抑
揚
を
もっ
て
う
けこ
た
え
た
表
現に

も 、
知
り

合っ
た
ば
か
りの

客
人に
接
する
共
通
語
的
な
気
持
を
察
するこ
と

が
で
きる 。
い
ずれ
に
し
て
も 、
「 ，コ
ザ
イ7
ス」
に
は 、
改
まっ
た
よ
そゆ

ト
ひ
と
め
と
い
うは
れ
が
まし
さ
が
ある 。
そ
れ
は 、
い
わ
ゆる
や
い
か
い
と

い
うよ
り
も 、
尊
敬の
気
持ち
に
通
う
もの
で
ある 。
こ
うい
う

高い
敬
態を

もっ
た
こ
と
ば
だ
けに 、
よ
そ
ゆ
きの
場に
出
会
うこ
と
の
多い
人に
用い
ら

れ
る
こ
と
が
多い 。

‘、

「ゴ
ザ
イマ
ス」
に 、
[N]
〈[
己
の
音
詑
を
指
摘し
う
る
「
ドlモ

オ

ゴ
ク
叶l
デ
ゴ
ダ
イマ
ヒ
タ 。
(走
女
こ
の
よ
う
な
「ゴ
ダ
イ7
ス」
も
き

か
れ
る 。
当
地で
は 、
[N]V
E]
の立日
設は
一
般
的で
ある 。
「ゴ
ザ
イマ

ス」
に 、
こ
の立回
批が
認め
ら
れ
る
よ
うに
な
る
と 、
よ
そ
ゆ
きこ
と
ば
と
し

て
の
性
格
を
と
ほ
し
く
する
た
め
か 、
盛
ん
に
用い
ら
れ
る
と
は
い
え
ない
よ

うで
あ
る 。

「ゴ
ザ
イマ
ス」
の
縮
化
を
指
摘し
うる
異形
は
多い 。

ス」v
の
形が
きか
れ
る 。

ま
ず 、
「ゴ
ザ
ン
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(
こ
れ
は)

O
ナ
カ
ナ
カ
コ
ン
ナ
l

ー
。

(
老
女，
v

)々

「ぎ
ず
ン
ス」
は 、
老
年
間川に
活
発で 、

ー」

l
カ
ノ 。
(
老
女
↓

初
老
女-こ
の
よ
う
に 、
比
較
的
高い
尊
敬の
気
持ち
を

もっ
土
地こ
と
ば
「テ
ジャ」
に
援し
て
きか
れ
る
こ
と
も
あ
る 。
「 。コ
ザ
イ

7
ス」
の
よ
う
な
は
れ
が
ま
し
さ
は
な
い
が 、
土
地こ
と
ば
と
し
て
の
落ち
着

きの
よ
さが
ら
る 。
ま
た 、
[N]V
E]
の立回一説を
指
摘し
う
る
「ゴ
ダン
ス」

を
も
き
く
こ
と
が
で
きる 。
つ
ぎの
対
話で
も 、

(
帰
ら
れ
ま
し
た)

||、

O
オ
バ

サ
ン

モ
ド
レ
マ
シ
タ

カ
l
o
(
中
女)

(
昨
晩)

O
キノ
l 。

ュ
lベ
。

(
老
男)

Cハ
l 、
ソ
l-ア
ゴ
タ
ン
ス (

手
の
か
か
る
仕
事
で)

-77
引ン
デ

，コ
ザン
ス
l 。

ワ

「シッ
トァ

テ
ジャ
ゴ
ザン
ショ

カ
l。

(
中
女)

土
地こ
と
は
と
し
て
の
敬
位の
高さ
が
うか

が
え
る 。
さ
ら
に 、
(
布
忙
し

の
背
社を
指
摘し
うる

「ゴ
ラ
ン
ス」
も
きか
れ
る 。
「オコ
卜

||l

j{、

iil

ls

ユ
l
コ
ラ
ン
ショ
l

ユ
l

テ
ノ
l 。
ヨ
イヨ
ム
カシ
ノ
l 。

(
老

女
↓
中
女
こ
の
よ
う
な 、
大
晦日の
あい
さつ
に
も
用い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
だ
けに 、
「 、コ
ラ
ン
ス」
の
敬
位は
高い
よ
うで
あ
る 。
こ
の
よ
うに 、

「ず

ザン
ス」
「ゴ
ダ
ン
ス」
「ゴ
ラ
ン
ス」
の
敬
位は 、
ほ
ぽ
等し
い
よ
うで
あ

る
。

そ
の
音
批
に

敬
位
差
は
認
め
に
く
い
。

「
ゴ
イ
ス

ゴ

ダ
ン
ス

ヤ
7
シ

ロ
コ
ト
パ
。
」

と
い
う
い
い
な
ら
わ
し
か
ら、

「
コ
ダ
ン
ス
」

は
字
山
代
に
お
い

て
用い
ら
れ
る
こ
との
多い
語で
あ
ろ
うと

思わ
れ
る 。
し
か
し 、
他
所こ
と

ば
と
は
い
い
なが
ら
も 、
当
地で
中
年以
上の
府に
活
発で
ある
こ
と
は
注
目

し
て
よ
か
ろ
う 。
こ
れ
ら
は 、
山口
県
下に
広
く
きか
れ
る一
方 、
石
見の
安

濃・
遜
降
雨
郡
を
除
く

地で
も 、(
山
陰
語
法の
研
究)
また
広
島
県
下で
も
含

の
よ
うに 、

[ι]V[円]

ノ|

か
れ
る
よ
うで
あ
る 。
(広
島
県
方
言の
研
究 、
広
師
刊)
「ゴ
ザ
イ7
ス」
V

「ゴ
ザン
ス」
と
い
う

縮
化
傾
向
も
思わ
れ
ょ
うか 。

縮
化
形に
は 、
「 。コ
ワ
ン
ス」
を
き
くこ
と
も
ある 。

(
出
来
る
の
は)

Oデ
キル
ナl
ヨ
1

デ
キル
ン
ジャ
l

j
ワ
ン
ショ
l 。

(
老
男
↓

中
女)

こ
の
よ
うに

老
年
男子の
用い
る
こ
と
の
多い
もの
で
ある 。
さ
らに 、
「コ

(
現
代
風
の
も
の
で)
1

1、

ア
ン
ス」
と
な
る
と 、
「イ7
モ
ン
デ
ゴ
ア
ン
ス
ヨ
ノ。」
の
よ
うに

老
年

女
子に
も
用い
ら
れ
る 。
一
層の
縮
化
を
指
摘し
うる

「コ
ワ
ス」
に
は 、
そ
ー」

の
連用
形だ
けが
用い
ら
れ
る 。
「アル
キニ
ク
1
0コ

ワ
シ
タ
ケ
l
ノ。

(老
男)」
の
よ
うで
ある 。
「ゴ
ワ
ン
シ
タ」
V「ゴ
ワ
シ
タ」
と
い
う

縮
化
傾

向の
容
易さが
思わ
れ
る 。

安
芸こ
と
ば
と
し
て
有
名
な
「
ガン
ス」
が
きか
れる
の
は
注
目
さ
れ
る 。

当
地の
土
地が
ら
を 、
よ
く

示す
もの
と
いっ
て
よ
か
ろ
うか 。

{
か
え
。
て)

O
ケッ
カ
ア
タ7
ノ
エ
l
コ
テ
ガン
ス
ケ
l
ノ
l 。

(
老
男)

こ
の
よ
う
な
「
カ
ンス」
は 、
老
年
男
子に
か
な
り

用い
ら
れ
る
が 、
「ゴ
ワ

ンス」
よ
り
もい
さ
さ
か
品
位の
下が
る 、
待
遇
価の
低い
もの
と
さ
れ
て
い

る 。
「
カンス」
の立自
社形
「
ガ
イス」
も 、
「ソ
リャ
l

ナン
デ
ガ
イス

ィ 。
(
老
男
↓々

こ
の
よ
うに 、

終
止
形の
み
が
きか
れ
る 。

つ
まの
「 。コ
シ
O」
の
出
自は
何で
あ
ろ
うか 。

「ゴ
ザル・
ゴ
ザ
イ7
ス」

か
ら
の
転
設
が
考
え
ら
れ
ょ
う
か
。

近
所
の
老
女
の
発
言
を
嫁
に
の
の
し
る
よ

うに
伝
え
る
時に 、

Oパ
バ
ガ
イ
l
，コ

シ
タ
イ 。
(老
女
l
中
女)

と
いっ
た 。
こ
の
例に
関
する
限
り 、
「 dコ
シ
O」
は 、
憤りを
強
く
表わ
し

た 、
下
品
な
卑
態の
こ
と
はの
よ
うで
あ
る 。
敬
態か
ら
卑
態へ
と
い
う

待
遇
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周防錦町字佐方言に お ける述部 の 敬態表現

変
化
は
注
目
さ
れ
よ
う 。

「
ゴ
シ
O」
の
卑
態
を
し
た
て
る
機
能
に
注
目
す
る

と 、
こ
れ
は
補
助
動
詞
と
い
っ
て
よ
い 。

以
上
の
「
ゴザ
イ
マ
ス」
系
の
語
で
は 、
寸コ
ザ
イ
7
ス」
が
共
通
語 、
す

な
わ
ち
よ
そ
ゆ
き
こ
と
ば
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
の
に
反
し
て 、
そ
の
縮
化

を
指
摘
し
う
る
語
は 、
古
い
土
地
の
こ
と
ば
と
し
て
老
年
層
に
用
い
ら
れ
る
傾

向
の
強
い
語
と
な
っ
て
い
る 。
そ
し
て 、
そ
の
縮
化
の
度
合
に
応
じ
て 、
待
遇

価
の
下
降
が
見
ら
れ
る 。
敬
態
分
化
の一
断
面
も
見
ら
れ
ょ
う
か 。

注

も
の
ご
と
を
併
列
し

、

茶
化
し
ぎ
み
に
い
う
時
に
だ
け、

O
ト
ラ
ン
プ
デ

ゴ
ザ
ル
タ
ラ

ナ
ン
デ

ゴ
ザ
ル
タ
ラ

シ
ヨ
リ
7

シ
タ
イ0
(
老
男)

の
よ
う
に
「
ゴ
ザ
ル」
を
き
く
こ
と
も
あ
る。

ω
ア
リ
7
ス

「ゴ
ザ
イ
マ
ス」
の
異
形
に
か
わ
っ
て 、
新
し
い
土
地
こ
と
ば
と
し
て
迎
え

ら
れ
た
高
い
敬
態
を
も
つ
も
の
は 、
「
ア
リ
7
ス」
で
あ
る 。

Oエ
l

ア
ン
パ
イ
デ

ア
リ
マ
ス 。
(
老
男1v
中
男)
〈
お
天
気
の
あ
い

さ
つ 。
v

O
オ
ハ
ヨ
l

ア
リ
マ
ス 。
(
中
男
↓

)々
〈
朝
の
あ
い
さ
つ o
v

こ
の
よ
う
に 、
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
に
も 、
ま
た 、

(
か
え
っ
て)

O
ケ
ッ

カ
タ
ニ
ギ
ヤ
カ
ニ
ャ
l

ア
リ

マ
ス
イ 。
(
中
女)

O
セ
ヤ
l

ア
リ
7
セ
ン 。
(
老
女
↓

育
女)

の
よ
う
な 、
あ
い
さ
つ
以
外
の
現
場
に
お
い
て
も 、
「
ゴ
ザ
ン
ス」
な
ど
よ
り

新
し
い
表
現
を
な
す
も
の
と
し
て 、
中
年
以
上
の
人
に
用
い
ら
れ
て
い
る 。
老

年
層
の
人
で
も
若
い
層
の
人
に
対
し
て
は 、
「
ア
リ
7
ス」
を
用
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
あ
る 。
山
陽
沿
岸
地
方
で
は
老
年
層
に
活
発
で
あ
る
が 、
当
地
で

は
中
年
層
に
活
発
で
あ
る 。
「
ア
リ
7
ス」
の
新
し
さ
が
う
か
が
え
る
よ
う
で

あ
る 。

4 

補
助
動
詞

ω
ヤ
ン
ス

「
ヤ
ン
ス」
の
出
自
は
何
で
あ
ろ
う
か 。PL

 

O
ソ
リ
ャ
l

ナ
ン
デ

ヤ
ン
ス
イ
ノ 。
(
老
男)

の
よ
う
に 、
「
i

デ・
ヤ
ン
ス」
の
形
で
用
い
ら
れ
る 。

し
か
き
か
れ
な
い 。

ω
ナ
サ
イ

「
ナ
サ
イ」
の
形
で
は 、
命
令
形
の
み
が
き
か
れ
る 。
動
詞
連
用
形
に
接
す

る
語
で
あ
る 。

。
イ
チ
ド

イ
ツ

テ
ミ
ナ
サ
イ

ヤ
1 。

(
中
男)

の
よ
う
に 、
客
人
に
対
し
て 、
為
る
い
は
対
話
の
現
場
に
客
人
が
い
る
た
め 、

共
通
語
的
な
表
現
心
意
が
働
い
て
い
る
場
合
に
き
か
れ
る
も
の
で
あ
る 。
と
こ

ろ
で 、
こ
の
「
ナ
サ
イ」
は 、
「
ト

モ
イ
ナ
サ
イ」
と
い
う

文
末
詞
の
構
成
要

素
に
も
認
め
ら
れ
る 。

(
言
い
方
が)

O
イ
l

カ
タ
ガ

敬
佼
も
低
く 、

干希

(
ょ
う
で
す
よ)

ト
モ
イ
ナ
サ
イ 。
(
老
女
↓

育
男)

こ
の
よ
う
な
「
ト

モ
イ
ナ
サ
イ」
は 、
「
と
思
い
な
さ
い」
を
思
い
起
こ
し
う

る
も
の
で
あ
る
が 、
「
と
思
い
な
さ
い」
と
い
う

気
持
ち
は
全
く
な
く
て 、
上

品
で
続
的
に
訴
え
か
け
る
文
末
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る 。
「
ナ
サ
イ」
の

高
い
敬
位
も
わ
か
ろ
う 。

「
ナ
サ
イ」
に
は 、 チ

ガ
ウ

ま
た
老
年
層
に
「
ナ
サ
l
レ」
の
形
が
き
か
れ
る 。

11111Aお
茶をV
11

ク
ン
テ
タ
ベ
ナ
サ
l
レ
1 0

(
老
女
↓

)々

O
オ
パ
サ
ン 、
ジ
ブ
ン
デ

O
ノ
ミ
ナ
サ
l

レ
1 。

(
老
男)
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「ハ
ヨ
イ
キl 。
(
少
女
↓々

こ
の
よ
う
な
命
令
形
を
き
く

土
地で 、
「
i

レ」
の
命
令
形
を
き
くこ
と
は 、
「ツ
カ
l

サレ」
と
と
もに
注
目
すべ
きこ

と
で
あ
ろ
う 。

「ナ
サレ
(
ナハ
レ
こ
は 、
周
防
大
島
安
下
庄で
も
盛ん
で
あ

る 。
ま
た 、
「
オ
イ
テ
ナ
サ
l
ィ 。
ア
ン
タ
タ
チ
l 。

(
老
女
こ
の
よ
う
な「ナ

サ
l

イ」
は 、
「ナ
サ
lレ」

に
準じ
て
見と
る
こ
と
が
で
き
よ
うか 。

「
ナ
サ
イ」
の
異
形
「ン
サル」
は 、
な
か
で
もよ
く
用い
ら
れ
る
もの
と

し
て
注
目
さ
れ
る 。
各
活
用
形に
わ
たっ
て
用い
ら
れ
る
語で
あ
るが 、
その

う
ち
命
令
形は 、

『
持っ
て)

Oモ
チ
キ
ン
サ
イ 。
(
中
女
↓

少
女)

の
よ
うに 、

活
発に
用い
ら
れ
て
い
る 。
終
止
形で
は 、
「ン
サル」
と
と
も

に
文
末
詞
「ワ
イ」
と
の
融
合
同
化
を
指
摘し
うる

「ン
サラ
イ」
も
きか
れ

る 。
ま
た 、
終
止
形が
禁止の
文
末
詞
「ナ」
に
綾
する
時に
は 、

(
し
な
さ
ん

な}

(
言
レ
な
さ
ん

な」

Oシ
ン
サ
ン
ナ 。
イ
ン
サ
ン
ナ 。
(
少
女
↓々

)

の
よ
うに

「ル」
が
「ン」
と
し
て
実
現さ
れ
る 。
広
島
市や
その
問
辺の
方

一ちで
は 、
命
令
形と
「ン
サ
ン
ナ」
の
終
止
形
と
しか
用い
られ
ない 。
都

市
部で
は
亥一
化しつ
つ
あ
る
「ン
サル」
も 、
当
地で
は
銭ん
に
用い
ら
れ
て

い
る
の
で
ある 。
「ン
サル」
は 、
か
な
り

高い
敬
位
を
もっ
て
あい
さつ
な

ど
に
も
用い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が 、
「ツ
ト

メヨ
リン
サッ
テ
ゼ
ン

A
階
級
が
v

ill

-

-

ゼ
ン
ア
カ
リ
テ
ナ
ン
デス
イ
ヨ
ノ
i 。

(
老
男)」
の
よ
うに
「ア
ガ
リ

テ」
と
待
遇
する
人に
つ
い
て
用レ
た
り 、

「ケ
l

ジ
サ
ー

ガ
牛
ン
サッ
ク

ガ 。
(
老
男
こ
の
よ
うに 、

接
尾
辞
「
さ
ん」
が
「
サl」
と
軽
く
待
遇
さ
れ

て
い
る
人につ
い
て
用い
た
り

する 。
「ン
サル」
の
待
遇
仰の
巾は
広い
と

い
え
よ
う 。

「ナ
サ
イ」
の
複
合
形に
は 、
「ナ
サ
イ7
セ」
が
見ら
れ
る 。
」
れ
は

ふつ
う 、
(
ど
う
ぞ)

O
ト
l
ト

オ
ア
ガ
ン
ナ
サ
イマ
セ
l o

(
老
男)

の
よ
うに

動
詞に
接し
て
用い
ら
れ
る 。
体
言に
接し
て
用レ
ら
れ
る
の
は 、

「ゴ
メ
ン
ナ
サ
イマ
セ
l 。

(
老
女
こ
の
よ
う
な
衣
現で
ある 。
こ
の
よ
う

に 、
「ナ
サ
イ7
セ」
の
上
接
語に
は 、
必
ず
接
一政
辞
「
御」
を
認め
うる 。

そ
れ
だ
けに 、
非
泊に
高い
敬
態
を
もつ
もの
で 、
「ツ
カ
l

サ
イ7
セ」
よ

り
も
新
しい
感じの
表
現と
し
て
用い
ら
れ
て
い
る 。
こ
れに
も
また 、

ill-一
1一l

の
抑
揚の
認め
ら
れ
るの
は
注
目
さ
れ
る 。
新
し
い
言レ
方
も
土

地こ
と
ば
の
文ア
クセ
ン
トに

包
括さ
れ
て
落ち
着
き
え
て
い
る
の
で
ある 。

「ナ
サ
イ7
セ」
の
異
形に
は 、
「ナ
サ
ン
セ」
が
きか
れ
る 。

ーー、

Oス
ッ

カ
リ
キl
チェ
カエ
リ
ナ
サ
ン
セ
l 。

(
中
男)

こ
の
よ
う
に
「ナ
サ
イ7
セ」
「ナ
サ
ンセ」
は 、
中
年以
上の
人に
お
い
て

命
令
形の
み
が
用レ
ら
れ
る 。
そ
し
て 、
「
ナ
サ
ン
セ」
は 、
「
ナ
サ
イ7
セ」

よ
り
も
敬
位が
下が
る
よ
うで
ある 。

当
方
言で
は 、
「ナ
サル」
系の
語が 、
述
部で
そ
れ
自
身
単
独に
用い
ら

れる
こ
と
は
ない 。
「ン
サル」
な
ど
は 、
すで
に
単
独に
用い
ら
れ
る
こ
と

の
不
可
能
さ
を 、
その
形
態に
もの
が
たつ
て
い
る
と
い
えよ
う 。

「ナ
サル」

系の
語の
助
動
詞化の
方
向
も
うか
が
わ
れ
る 。

ω
ナル

「ナル」
の
出
臼
を 、
に
わ
か
に
「
ナ
サル」
に
求め
る
こ
と
は
む
ずか
し

い 。
「
イ
キ
ナル 。
(
老
男)」
「キ
ナル
ト

キ

。
(中
男
こ
の
よ
う
な 、

終止
形・
連
体
形が
用い
ら
れ
る 。
述
用
形は 、
「コ
ノ
オ
ク
サ
ン

ア
ガ

ン
ナ
リャ
l

シ
ン
サル
ケl o
(老
男
こ
の
よ
うに 、

「は」
の
係りに
立

つ
形
で
の
み
きか
れ
る 。「ナル」
に
は 、
い
わ
ゆ
る
尊
敬の
気
持ち
は
な
く 、
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わ
ずか
に
て
い
ね
い
に
表
現
す
る
と
い
う
程
度の、
低い
敬
位が
認め
ら
れ
る。

ω
オ

ン
ナル

ご
く
稀に
きか
れ
る
「オ

ン
ナル」
の
形
も、
補
助
動
詞の
もの
と
し

て
と
り
あ
げ
ら
れ
よ
う。

Oオ
イ
デ
ン
ナッ
チ
ツ
カ
l
サ
17
セ
l。
(
定
女)

こ
の
よ
うに
「ツ
カ
l
サ
17
セ」
と
接
合し
て
用い
ら
れ
る
が、
こ
れ
で
土

地こ
と
ば
と
し
て
の
落ち
着
きの
よ
さ
を
え
て
い
る
と
い
え
よ
うか。
す
すめ

・
たの
み
の
表
現
法と
し
て
は、
侵
も
高い
敬
位の
認め
ら
れ
る
もの
で
あ
る。

5 

助
動
詞

周防錦町字佐方言における述蔀の敬態表現

ω
レ
ル・
ラ
レ
ル

当
地で
は
「レ
ル・
ラレ
ル」
の
命
令
形
は
きか
れ
ない
が、
その
他の
活

用
形
は
活
発に
行な
わ
れ
て
い
る。
人
前で、
身
う
ち
の
者につ
い
て
も、

O(
う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
は 、
山
に)
イ
ッ
ト

ラ
レ
マ
ス
ガ
ノ
l 。

(
老
女)

と
「レ
ル・
ラ
レ
ル」
敬
語
を
用い
る。
こ
の
よ
う
ない
わ
ゆ
る
尊
敬
表
現

は、
共
通
語の
言
語
感
覚に
は
そ
ぐ
わ
ない
感じ
が
す
る。
そ
れ
だ
けに、
土

地の
生
活
感
情
を
に
な
う
敬
態
表
現と
いっ
て
よ
い。
藤
原
与一
先
生
は、
こ

の
こ
と
を
「
尊
敬
法の
丁
寧
法
化」
(
文
学・
二
十
巻
十二
号、
「行カ
レ
ル」

「
来一
フ
レ
ル
」

な
ど
の

「
レ
ル
・

ラ
レ
ル
」

敬
語
に
つ
い
て
)

と
述
べ

て
い
ら

っ
しゃ
る。
「レ
ル・
ラ
レ
ル」
敬
語の
敬
伎は、
当
地に
お
い
て
も
低い
の

で
あ
る。

一
方、
か
な
り
高い
敬
佼
を
もっ
例
も
あ
る。

(
長
く)

O

叶川判
ヤ
刈
l
ド
ラ
レ
タ
ガ

川
1
ト
l

ン
ゲ
ナ 。
(
老
女1v
)々
〈
お
く
や
み 。〉

(
速
れ
だ
っ
て)

ツ
ロ
l

テ

ゼ
ン
カ
イ
ガ
-ア
キ7
セ

O
ロ
ク
ニ
ン

コ
ラ
レ
7
シ
タ
イ 。
(
老
女)

相
手に
対し
て
か
な
り
改まっ
た
敬
語と
し
て
用い
て
い
る。
ま

l」

た、
「
ド
i

セ
ラ
レ
ル
ン
デ
ス

ヵ。
(
少
女
↓
中
女
こ

の
「セ
ラレ
ル
」

に
は、
な
か
で
も
高い
敬
位が
認め
ら
れ
る。
別
個
な
表
現
法と
し
て
の
「シ

ン
サル・
シ
テ
ンャ」
よ
り
も、
高い
尊
敬
態と
し
て
用い
ら
れ
て
い
る。
方

言
人の
共
通
語
感の
二凹
も
うか
が
わ
れ
る
よ
うで
あ
る。
「レ
ル・
ラレ
ル」

の
待
遇
価の
巾は
広い
とい
え
よ
う。

(
居)

(
死)

「レ
ル・
ラ
レ
ル」
敬
語の
こ
な
れ
た
表
現と
し
て
の
「オレ
ル」
「シ
ネ

ル」
な
ど
の
表
現
も、
活
発に
行な
わ
れ
て
い
る。

(
死
な
れ
た
ろ
う)

L

Oタ
ブ
ン
シ
ネ
ツロ
i
ユ
l
テ
ノ。
(老
女)

(
行
か
れ
る
よ。)

O
(お
嫁
さ
ん
が)
キョ
l
ワ
イ
ケル
ィ。
(
中
男
↓
妻)

こ
れ
は、
「モ
ドッ
ク
ケ
l
ハ
ナセ
タ。
(老
女
こ
の
よ
う
な
可
能動
詞と

相
似た
形
で
あ
る
た
め
か、
その
用い
ら
れ
る
活
用
形は、
未
然
形・
述
用

形・
連
体
形・
終止
形の
四
形で
あ
る。
ま
た、
継
続
態の
「トル」
に、

ー」

「ハ
ナエ
トレ
ル
ン
デ。
(老
女
↓
老
男
こ
の
よ
う
な
「トレ
ル」
を
き
き

うる
の
は
注
目
さ
れ
る。
こ
の
敬
語の
活
発さ
を、
よ
く
示
すとい
え
よ
う。

こ
の
敬
語は、
軽い
敬
意し
か
表
現し
ない
た
め、
同
席の
人につ
い
て
こ
の

敬
語
を
用い
る
こ
と
は
ない。

こ
の
語は、
石
見
地
方で
も、
可
能
動
詞・
尊
敬
動
詞
と
し
て
併
用
す
る
と

い
う 。

(
山
陰
方
言
の
語
法)
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
(
土
井
忠
生
先
生

沢)
に
よ
る
と、
「Jへロヨ目見冨
(読
ま
れ
た)
〈
中
略〉
な
ど
の
如く、
与へ

得る
最
低の
敬
意
を
示
す
河白
E
E
(ら
る
る)
を
佼ふ
か、
uc
zg
(
死ね

た)、
uC口白
色S2g
(
死
な
し
まっ
た)
な
ど
を
佼ふ
か
す
る。」
と
ある。

こ
の
敬
語の
出
自の
古
さ
も
知
ら
れ
よ
う。

ω
ッ

シ
命
レ
(
ツ

サ
レ)

こ
れ
は、
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「ッ
シ
ャ
レ」
な
ど
の
敬
語
も、
稀に
きか
れ
る。
こ
れに
は、
「イ
カγ

シ
ャ
レ
l。
(
老
男
↓
中
男)」
「ユ
カッ
サレ
l。
(
老
男1v
中
男
と
の
よ
う

な
「ッ
シ
ャ
レ・
ッ
サ
レ」
の
形が
きか
れ
る。

(
ど
こ
へ
で
も
行
っ
て)

Oドッ
コ
イッ
テ
ネγ
サ
レ
l。
(
老
男
↓
中
男)

こ
の
よ
うに、
一
段
動
詞に
接し
てい
る
もの
も、
同じ
もの
で
あ
ろ
うか注。

命
令
形
だ
けが
用い
ら
れ、
下
品で
粗
野
な
心
情が
表
現さ
れ
る
もの
で
あ

る。
敬
態とい
うよ
り
も、
卑
態
表
現
を
し
た
て
る
もの
と
さ
えい
え
る。

注

当
地
で
は

、
「
サ
ッ
シ
ャ
レ
」

は
き
か
れ
な
か
っ
た

。

ω
イス・
サ
イス

(
こ
の
宴
席
に)
八
よ
く
も
ま
あ
V(
呼
ば
れ
て)

Oコ
コ
イ
ヨパ
レ
テ
デ
サ
イス
ン
ジャ
l

Oア
レ
ガ

(
中
有)

tt、

ノ
lェ。
(
老
女

一ア
ン
サ
ラニ
ャ
l

lh

 

ノ
ト
イノ。

オマ
ツ
リ
カ
ナ
ラ
ン

A
あ
ん
な
に
V

の
よ
う
な
対
話に
よっ
て
も、
「ア
レ、
イ
カ
イス
イ
カ
イス。
(
老
男
こ

に
よっ
て
も、
人
を
さ
げ
す
ん
で、
茶
化し
ぎみ
に
悪口
を
述べ
る
表
現に
役

立っ
てい
る
の
が、
こ
の
「イス・
サ
イス」
で
ある
こ
と
が
わ
か
ろ
う。
こ

れ
も、
老
年
層に
ご
く
稀に
しか
きか
れ
ない
で、
す
で
に
敬
態
表
現と
し
て

の
品
格を
失っ
て、
卑
態と
し
て
用い
ら
れてい
る
もの
の
よ
うで
あ
る。

「ッ
シ
ャ
レ」
「
イス・
サ
イス」
の
よ
うに、
生
活
語の
世
界で
稀に
し

か
用い
ら
れ
ない
敬
語は、
特
殊
な
表
現
法に
用い
ら
れ
る
もの
と
し
て
意
識

さ
れ
る
よ
うに
な
る。
こ
の
特
殊の
怠
識が、
敬
態か
ら
匂
態へ
とい
う
用
法

の
転
換
を
な
すの
で
あ
ろ
う。

ω
テ
ジャ

「テ
ジャ」
敬
語
法は、
い
わ
ゆ
る
符
敬の
語
法で、
「トッ
テモ
サ
シ

lt、

ク
ラ
シ
テ
ジャ
イ。
(老
女
↓々
こ
の
よ
うに、
助詞
「テ」
に
指
定の
助
動

詞
「ジャ」
が
直
接し
た
形
を
もっ
て、
基
本
的な
形と
す
る。
「ジャ」
助

動
詞は
「ヒ
トヨ
l
サニ
シ一ア
ジャ
ッ
タ
ラ
シ
ト
ガ

。
(
老
女
こ
の

よ
うに、
その
各
活
用形
を
実
現し
てい
る注。
「テ
ジャ」
は、
「卜
ナ
リノ

(
お
ば
さ
ん)

オパ
ン
ガ
ユ
l
テ
ジャ
ケ
l。
(
中
女
J々
こ
の
よ
う
な
表
現で
は、
待

遇
備の
低い
「オパ
ン」
につ
レ
て
用い
ら
れ
てい
る。
その
敬
位は
高4
な

く、
「ン
サル」
よ
り
や
や
高い
とレ
う
程
度で
あ
ろ
うか。

連
用
形に
は、
「テ
ジャッ
O」
の
同
化
を
指
摘し
う
る
「チャッ
O」
の

形が
きか
れ
る。

lltN 

Oナシ
テ
オ
ド
ラ
ン
カγ
タ
カ
l
ユ
l
チャッ
タ。
(
少
女
↓
中
交)

「チャ
ァ
O」
は、
新しい
表
現と
し
て
の
品
格
を
備えてい
る
もの
と
さ
れ、

青
少
年
層に
活
発に
用い
ら
れ
てい
る。

ま
た、
「テ
ジャ」
は、
「ソ
ン
ト
ナ
コ
タ
l
ユ
l
テ
デ
ンョ
l
カ。

(
中
女
↓々
ど
の
よ
うに
「テ
デス」
と
し
て
も
きか
れ
る。
「
テ
ンャ」
よ

り
も、
高い
敬
意
を
もっ
て
用い
ら
れ
てい
る。

「テ
ン
ジャ」
「-ア
ン
デス」
の
よ
うに
「ン」
を
き
きう
る
表
現
も
あ
る。

こ
れ
らは、
青
少
年
層に
用い
ら
れ
る
よ
うで
ある。
「ン」
の
きか
れ
ない

表
現と
く
らべ
る
と、
や
さ
し
さの
あ
る
共
通
語
的
な
表
現とい
え
る。

(
誰
も)

L

Oホ
カニ
ャ
l
ダ
lレ
モ
キ
テ
ン
ナ
イ
ン
カノ。
(老
女
;々
)

の
よ
う
な
否
定
表
現で
は、
「テ
ン」
の
形に、
「テ
ジヤ」
敬語
法と
比
肩さ

(
来
て
レ
な
い。)

れ
う
る
敬
態が
認め
ら
れ
る。
「
キ
テ
ナ
l。
(
少
女
こ
の
よ
う
な
表
現が、

常
態の
表
現で
ある
こ
と
を
見る
と、
その
作
品引の
性
絡が
明らか
に
な
ろ

う。
ま
た、

Oキ
テノ
ト
キャ

。
(老
女J

Oユ
1
テ
ラ
シ
l。
(少
女
ー
と

80 



O
ォ
ヵ、不
ン
コ
ト
|

ユ
l

テ
ン
ヨ
l o

(
中
男
↓
中
女)

O
イ
ッ

テ
l 。

ネ
l 。

(
少
女
↓

母)
〈
ね
だ
っ
て
い
る
V 。

な
ど
の
「
テ」
も 、
敬
意
を
もっ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る 。
「
テ
ジ

ヤ」
敬
語
法
は 、
「
テ」
敬
語
法
と
し
て
見
拡
げ
ら
れ
る
必
要
も
あ
ろ
う 。

注

当
地
の
指
定
の
助
動
詞
は

、

つ

ぎ
の
よ
う
に
活
用
す
る
。

こ
の
う
ち

、

連
用
形
「
デ
」

は
、

「
テ
ジ
ヤ

」

敬
語
法
に
は
用
い
ら
れ
な
い

。

連
用
形

終
止
形

仮
定
形

将
然
形

-
7
 

ジ
ャ
l

(
で
は
)

ジ
ャ
ァ

O

ジ
ヤ

UY
ャ
ロ

ナ
ラ

淘防錦町字佐方言における述部の敬態表現

同
テ
ス

「
デ
ス」
は 、
「
テ
ジ
ャ」

敬
語
法
に
も
き
か
れ
た
が 、
そ
の
ほ
か
「
テ
ス」

単
独
に
も
用
い
ら
れ
る
も
の
で 、
話
を
き
い
て
い
る
聞
手一
般
に
対
す
る
鄭
重

な
敬
意
の
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。

(
同
じ
よ
う
な)

(
お
金
持
ち)

卜
l

ナ
(
オ
ナ
ジ
ガ
ヨ
i

ナ)
ブ
ゲ
ン
シ
ャ

デ
ス

O
ア
ノ
ニ
ケ
ン

l 。
(
中
男)

こ
の
よ
う
に 、
「
デ
ス」
は
体
言
に
接
す
る
の
を
基
本
的
と
す
る
と
思
わ
れ
る 。

(
近
所
に)

「
こ
と
・

デ
ス」
の
形
は 、
老
年・
中
年
層
の
男
子
に
お
い
て 、
「
キ
ン
ジ
ョ

イ

{
言
っ
て
行
く)

l、

ユ
l

チ
ク
ク
ラ
イ
ノ
コ
ッ

テ
ス

ノ 。
(
老
男
こ
の
よ
う
に 、
「
コ
ッ

テ
ス」

と
実
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る 。
と
こ
ろ
で 、

(
祝
を}

(
持
っ
て
来
る)

O
ヨ
ロ
コ
ビ
ュ
l

モ
テ
ク
ル
デ
ス
イ
ノ
l 。

(
中
女)

(
な
ん
ぎ
な)

L

O
ム
ク
ナ
ン

判川
コ
到
l

判
l-ア

ス

ヨ
ノ 。
(
中
男)

(
海
外
線
が)

O
キ
レ
l

ナ
テ
ス

ノ 。
ア
ノ

イ
ソ
パ
タ
ガ 。
(
中
男)

こ
の
よ
う

に 、
「
デ
ス」
は
動
詞・
形
容
詞・
形
容
動
詞注
に
も
下
接
し
て
用

い
ら
れ
る 。，
存
在
慾
の

ヒ
ャ
ク、不
ン
カ
ラ

タl

「
チ
ョ

ル」
に
も 、
「7
1

(
家
は)

刈
チ
ョ

ル
デ
ス
ケ
|

パパ
l 。

ア
ノ

イ
判
l 。

(
中
男
↓
々
こ
の
よ
う
に
援

し 、
ま
た
い
わ
ゆ
る
助
動
詞
に
も 、
「ユ
ヤ
l

セ
ン
テ
ス

ヨ。
(
中
男
こ

(
要
ら
な
か
っ
た)

「
イ
ラ

到刈
タ
デ
ス
ガ

ペ
1 0

(
老
男
こ
の
よ
う
に
直
接
し
て
い
る 。
非
常

に
鄭
重
な
「
ア
リ
7
ス
デ
ス 。
(
中
男
ご
と
い
う

表
現
の
き
か
れ
る
の
も
こ
れ

で
あ
ろ
う 。
こ
の
よ
う
な
「
テ
ス」
は 、
い
ち
お
う

述
定
さ
れ
た
言
い
方
に
援

し 、
鄭
重
に
相
手
を
敬
う

表
現
を
な
す
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う 。

ま
た 、
と
き
お
り 、

用
言
や
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
準
体
助
詞
「
ノ
(
ン
こ

を
介
し
て
下
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る 。
準
体
助
詞
「
ノ」
は 、
「
カ
ネ
ガ

ア
ガ
ラ
ン
ノ
デ
ス
イ 。
(
中
男
こ
の
よ
う
に 、
「
ン」
に
接
す
る
と
き
は 、
「
ノ」

と
実
現
さ
れ
る
が 、
ふ
つ
う 、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
ン」
と
実
現
さ
れ
る 。

Aハ
pa
ノ、
vv

ド
l

カ
シ
ラ
ン
ガ

ヨ

Oハ
l 、
ワ
タ
シ
ラ
l

ャ 。
(
中
女)

フ
ル
イ
ン
デ
シ
ョ
1
ジ

準
体
助
詞
「
ン」
の
認
め
ら
れ
る
表
現
は 、
「
ン」
の
認
め
ら
れ
な
い
表
現
よ

り 、
い
さ
さ
か
て
い
ね
い
さ
の
う

け
と
ら
れ
る
表
現
と
思
わ
れ
た 。

「
デ
ス」
に
は 、
終
止
形・
将
然
形・
連
用
形
が
見
ら
れ
る
が 、
終
止
形
に

は
「『ア
サ
イ」
の
よ
う
な 、
「
ワ
イ」
文
末
詞
と
の
融
合
同
化
を
指
摘
し
う
る

形
も
き
か
れ
る 。

注

当
地
の
形
容
動
詞
終
止
形
は

、

「
キ
レ
l

ナ
」

の
よ
う
な

の
形
で
あ
る

。

7
ス

「
I
ナ」

po

 

「7
ス」
は 、
す
で
に
み
た
よ
う
に 、
い
ろ

/\，
な
敬
語
法
の
構
成
要
素
と

な
っ
て
い
る
が 、
「7
ス」
単
独
で
も
用
い
ら
れ 、
鄭
重
な
表
現
を
し
た
て
る

も
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
動
詞
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
語
の
連
用
形
に
援
す
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る
点で、
「デ
ス」
と
は
異る
よ
うで
あ
る。
活
用
形は
全
活
用に
見
ら
れ
る

が、
未
然
形で
は
「マ
セ
O」
と
「マ
へ
O」、
連
用
形で
は
「7
シ
O」
と

(
家
は}

「マ
ヒ
O」
の
形が
見
ら
れ
る
の
は
注
目
さ
れ
る。
「イ
ヤ
l
ア
リマ
へ
ン

'L 

デ。
(
中
男)」
「
ド
l
イ
タヒ
7
ヒ
テ。
(
老
女
↓
育
女
こ
の
よ
うで
あ
る。

終止
形に
は、
「ワ
イ」
文
末
詞と
の
融
合
同
化
を
指
摘し
う
る
「7
サ
イ」

の
形
も
きか
れ
る。
こ
の
よ
うに、
「7
ス」
は
活
発に
用い
ら
れ
てい
る。

藤
原
与一
先
生は、
「7
ス」
を
認め
うる
話
部ア
クセ
ン
ト
の
特
徴を、

山口
式ア
クセ
ン
ト
と
し
て、
『
広
島
県が
わ
か
ら
す
れ
ば、
「マ
ス」
が
低
音

部
内に
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
なの
で
あ
る。』
と
記
述
さ
れ
てい
る。
(
音

声
の
研
究
第
八
嶋)

当
地
に
お
い
て

も、
こ
の
山
口

式
ア
ク
セ
ン
ト
の

例
を
き

くこ
と
が
で
き
る。

Oタベ
モ
ン
ホ
ダ
l
ア
リマ
ス
ケ
|
ノ
l。
(
老
男)

(
こ
こ
は)

O
コ
l
コ
ワ

ム
ギ
ワ

ア
ン
7

リ

7

キ
7
セ
ン

ノ
l
。
(
老
男)

{
踏
み
か
た
め
た
な
ら)

A
綱
を
V

O
フ
ミ
カ
タ
メ
ツ
ラ
l

E
l

ヒ
ケ
マ
ス
イ
ケ
l

ノ
l
。
(
中
男)

Oエ
ア
ンパ
イ
デ
ゴ
ザ
イ7
ス。
(老
女
↓々
)

こ
の
よ
う
な
寸

「ーーーや
し
|

「ーーの
抑
揚は、
述
部に
あっ
て、

当
地の
文ア
クセ
ン
トの
特
徴
を
如
笑に
あ
ら
わ
し
てい
る。
こ
の
文ア
クセ

ン
ト
は、
中
年
間川
以
上の
人に
用い
ら
れ
る
こ
と
が
多く、
徐々
に
衰
退
化
し

つ
つ
あ
る
もの
の
よ
うで
あ
る。
「ア
リ7
ス」
よ
り
は
「ア
リ7
ス」
の
抑

錫を
もっ
表
現の
方が、
上
品で
てい
ね
い
だ
と
答
え
る
人
も
あっ
た。
古
雅

意
識に
もと
づ
くの
で
あ
ろ
うか。

ま
た、
命
令
形
「マ
セ」
に
は、
すで
に
述べ
た
よ
うに
「
オ
カエ
リマ
セ

ー」
「ツ
カ
l
サ
イ
司ザ
l」
の
よ
う
な

el--一!一
|
の
抑
制問が
注
目
さ
れ

る。
す
すめ・
たの
み
の
心
情が
文
末の
抑
揚に
収
約
さ
れ
てレ
る
よ
うで
あ

る。
文
末の
う
ね
り
が、
す
すめ・
たの
み
の
心
情をよ
く
支
え
てレ
る
とい

え
る
の
で
あ
る。
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お
わ
り

以
上、
当
地の
方
言
対
話の
述
部に
み
ら
れ
る
敬
語
をと
お
し
て、
その
敬

態
を
見て
き
た。
述
部の
敬
態
表
現
存
立の
諸
相を
見たの
で
あ
る。

当
地の
述
部に
お
け
る
敬
態
表
現
分
化の
様
相に
は、
生
活
現
場で
の
待
遇

分
化の
要
求が
うけ
と
ら
れ
た。
生
活の
諸
相に
応じ
て、
時世
態
表
現の
う
け

い
れ
か
た
も
あ
る
よ
うで
あ
る。
そ
うい
う
口々
の
要
求が、
当
地の
敬
態
表

現を
細か
く
分
化し、
存
立
さ
せ
てレ
る
の
で
あ
る。
述
郊に
お
け
る
敬
態
表

現の
分
化・
存
立の
様
相が、
命
令
表
現に
お
レ
て、
と
くに
著しい
特
質
傾

向を
もっ
て
見
ら
れ
たの
も、
そ
れで
あ
ろ
う。
命
令
表
現に、
対人
関
係に

お
け
る
訴
えか
け
の
機
能が
明
確で
あ
る
だ
けに、
敬
態
表
現
分
化の
必
要が

あ
る
の
で
あ
ろ
うか。

当
地の
敬
態
表
現は、
さ
らに、
日
本
語
敬
態
表
現
事
態の
う
ち
に、
見
す

え
ら
れ
な
く
て
は
な
る
まい。
その
時、
当
地の
敬
態表
現の
特
質も、
いっ

そ
う
明
らか
に
さ
れ
うる
で
あ
ろ
う。

〔
付
記
〕

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り 、

藤
原
与
一

先
生
の
ご
学
患
に
負
う
と
こ
ろ
は
申

す
ま
で
も
な
く 、

畏
友
佐
藤
虎
男
氏 、
お
よ
び
錦
町
常
国
輝
一

氏
を
は
じ
め

、

字
佐
の
方々
の
手
厚
い
ご
協
力
を
え
ま
し
た。
厚
く、
感
謝
い
た
し
ま
す。

||
文
都
省
国
語
課
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